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Abstract

　This　study 　aims 　to　investigate　matched 　and 　mismatched 　colors 　for　fragrances　using 　PCCS 　tones ．　Two

experiments 　were 　performcd ．　Experiment 　 l　 related 　to　impression　evaluation 　for　fragrances〔120　fragrances

were 　usedl 　and 　followed　the　Semantic　Differential　method 〔SD　method ）．　Experiment　2　related 　to　the 　sdection

of　matched 　and 　mismatched 　colors 　for　fragrances〔11　tones　and 　gray 　 scale 　were 　 used ）and 　foilowed　the　SD

method 　to　evaluate 　impression　for　colors ．　Cluster　analysis 　was 　used 　for　the　values 　of　the　SD　method ｛color

and 　fragranccs），　resu 且ting　in　seven 　clusters ．　Factor　analysis 　was 　used 　for　values 　of　the 　SD　method （color

and 　fragrances），　resulting 　in　three　factors〔CLEAR ，　MILD ，　 and 　FEMININE ）．　The 　tendcncy 　of 　matched 　and

mismatched 　colors 　for　fragrances　was 　as 　follows：for　thc　clear 　factor，　fragrances　of　positive　value 　were 　matched

for　vivid 　and 　bright　tones　and 　fragrances　of　negative 　value 　were 　matched 　for　dull　and 　dark　tones．

Keywords ：fragrance，　 PCCS 　tone ，　 matching

要　旨

　本研 究 で は香 りに対す る 色 の 調和 関係に つ い て PCCS ト
ー

ン を用 い た検討を行 っ た．実験 は 以 下 の 2 つ の 手続 き

を用 い た．実験 1と して香 り刺激（120種類 ）の SD 法 を 用 い た 印 象評価 を行 っ た．実験 2 として，香 りに対す る調和

色 不 調 和 色（色刺激 ： 11 トーン と無彩色 ）の 選択，お よ び 色刺激 の SD 法 を用 い た 印象評価を行 っ た ．香 りと 色 の

SD 法評定値に対 して ク ラ ス ター
分析を行 っ た結果，香 りと 色 の 分 類 と して 7 つ の ク ラ ス ターが 得られた．色 と香 り

に 共 通 す る印象軸 を抽出す る た め SD 法評定値 に 対
．
して 因子分析を行 っ た結果，　 CLEAR ．　 MILD ．　 FEMININE の 3

因子 が示 され た ．香 りに対す る調和 色，不調 和色の 傾向と して は．CLEAR 軸 上 に お い て 正 の 方向 の 香 りは vivid ．

brightトーン などの 明清色が調和 し，負 の 方向 の 香 りは dull，　 dark ト
ー

ン な どの rli間色，暗清色が調和す る傾 向が

見 られ た．こ れ らの 結呆か ら色 と香 りの 調和関係を検討す るに あた りPCCS トーンが 有効で あ る こ とが示唆され た ．
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1．は じめに

　こ れ まで 視覚，聴覚，嗅覚な ど諸感覚に関する研究

は 数多 くな さ れ て お り．特に 視 覚に つ い て は 神経伝 達

経路か ら色彩の 印象まで 幅広 い 知見が積み上げ られ て

い る．諸感覚 の 研 究が個 別 に 進め られ る
一

方で ，近年

は modality （感覚様相）の 異な る感覚を組 み 合 わ せ た多

感覚研究ある い は
”
cross −modal 研 究

”
が注 H され て い

る．イ メ
ー

ジ しや すい もの で は視覚 と聴覚の 組み合わ

せ に お い て ，色彩の 明度と音の 高さ（pitch）の 問 に 相 関

関係が示 され て い る こ と（Marks ：1982）などが挙げ られ

る．cross −modal 研究 におけ る組 み 合 わせ は様 々 な も

の が考えられ る が．近年 は 視覚 と嗅覚の 組 み 合 わ せ の

中 で 色 と香 りが 少数な が ら注 目され て い る．香 りに お

け る 色彩 の 明度 と 関連する属性 として，「香 りの 強さ」

が 関係す る こ とが 示唆 され て い る （Kemp ＆ Gilbert：

1997）．また，齋藤（2005）で は印象の 類似 が調和感 に

影響 を与 え る こ とを示 し て お り，他 に も Dematt6，

Sanabria＆ Spence （2006）；坂井 ・水野
・
長谷川 （2006）

で は具体的な事象が イ メージ で きる香 りはそ の イ メー

ジに 沿 っ た色が 調和す る こ と（i．e．レ モ ン に は 黄色 が 調

和 な ど）や，三 浦 ・堀部 ・齋藤 （2008）で は 上 記 と 同様

に イ メ ージの共通が 調和感をもた らす傾 向と共に ，香

りの 印象軸 と して 3軸が抽 出 さ れ て い る こ と が 示 され

て い る．こ こ で 挙げたそ れ ぞれ の 研究 につ い て ，齋藤

（2005）で は 35色 Dematt6　et　aL （2006）で は 10色，

坂 井ら （2006）で は 3色．一三浦 ら（2008）で は 18色を用 い

て 検討 を行 っ て お り，い ずれ も香 りと単色につ い て の

検討 で あ る．こ れ ら の研究の 結果か らは 共 通 して
“
イ

メ ージが共通する もの は 調和す る
”
とい う傾 向が 読み

取れ る．前述 した ような レ モ ン と黄色 の 関係における

傾 向として，レモ ン の 香 りを添加 した商 dhなどは 黄色

い パ ッ ケ
ージ を付加 される こ とが多 い こ とか ら，両者

の 問 に は 脳 内で
一

種の 記憶 の 連合が構築 され て い る と

考え られ る．また レモ ン の 香 りは ラ ベ ル を提示せ ずに

嗅い だ と し て も，他 の 香 りと比 べ て 香 り名を イ メ
ージ

し やす い こ と か らもラ ベ ル 効 果 が 出や す い と 考 え ら れ

る．しか し， レ モ ン の よ うに 明確に香 りを特定 で き る

もの は稀で あ り，そ の 他 の 多くの香 りは ラ ベ ル なしで

嗅い だ場合 に 正確に香 りの 名前を 当 て る の は 困難で あ

る．また，嗅覚は そ の 他 の 感覚に比 べ て評価語が極端

に 少 な く，香 りを 表現す る 際 に は
“
レ モ ン の よ うな香

り
”
，

t；
イチ ゴ っ ぽ い 匂 い

”
な どと い っ た表現 が多 い ，

明確 な評価語が ない た め ，イ メ ージ と して 捉え る 際 に

は漠然 と し た もの に なる と考 え られ る．そ こ で ，若田 ・

一

清田
・

ヨ甫・齋藤
・
庄 司 ・田 凵 （2008）；若 田 ・齋藤

（2010）で は香 りに対する 調和色 不調和色の 傾向とし

て 冂 本色研 配色体系（PCCS ；Practical　 Color　Co−ordi −

nate 　System）の トーン が有効で ある こ とを示唆 して い

る．

　PCCS は 日本色彩研究所に よ っ て 1960年代か ら70年

代に 配色調和に 着目した 表色系 と して 開発さ れ た顕色

系 の 表色系で あ る．マ ン セ ル シ ス テ ム を初め多 くの 顕

色系で は 色相，明度，彩度 を軸 と して い る が，明度と

彩度 は完全 に切 り離すこ とは難 しく，特に彩度はある

程度の 知識や経験が ない と正確に捉えるの が 困難で あ

る．そ こ で PCCS で は明度と彩度を複合 させた
t；
ト
ー

ン
”
とい う概念を用 い て い る．明度 と彩 度を複合す る

こ とで．色相 と ト
ー

ン の 2 つ の 属性で 色を表すこ と が

で きる こ とか ら，「Hue −tone 　System」と呼ばれ る独自

の 体系を持 つ ．2色 な い し複数 の 色 を見る際に，それ

らの トーン が 同
一で あ る 場合 は色相が異な っ て い て も

イ メ
ー

ジが 共 通 す る と い う特 徴があ る，

　香 りは 嗅覚独 自の 評価 語が少 な く．明確な イ メ
ージ

を もつ こ とが難し い た め ． ト
ー ン と い う漠然 としたイ

メ
ー

ジが よ り有用 で あ る と 考 えられ る．PCCS トーン

を用 い て色彩 と香 りの 調和関係の 傾向を明らかにする

こ と が で きれ ば，イ ン テ リア とル
ー

ム フ レ グ ラ ン ス や

衣服 と香水 を選択す る 基準の
一

つ な ど に 応用す る こ と

が で きる，

　以．ヒの こ と か ら，本研究 は 色紙 の 刺激を単色で は な

く色相環状 に 配置 し て 「ト
ー

ン 」の 概 念を用 い た提示方

法を使用 する こ とで 「印象」に着目 し，従来の 研究と 異

な っ た 角度か ら色彩 と香 りの 調利 関係 を 検討す る こ と

が で きる の で は ない か と考える．

2，目的

　PCCS トー
ン を用 い て 色彩 と香 りの 調和，不調和傾

向を 明 らか に する こ とを目的とする．

3．方法

　本研究は香 りの 印象評価 を行 う実験 1お よ び香 りに

対する PCCS ト
ー

ン の 調和，不調和の 選択 とPCCS ト

ーン の 印象評価を行う実験 2の 2 つ の 実験 を行 っ た．

3．1．刺激

3．1，1．香り刺激

　香 りは分子構造 に よ っ て 特徴 づ け られ る た め 膨大な

数と な る．中 には悪臭な ども含ま れ，実験中 の 被験者
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の 負担 も大 きい ．そ こ で 範 囲を限定す るため，イ ン テ

リア や衣服な ど と組み合わせ る こ とを前提 として 主に

精油 （エ ッ セ ン シ ャ ル ・オ イ ル ）を中心 に 120種類 の 香

料を用 い た．製造業者に よ る 差異を考慮し．口∫能 な限

り同
一

の 業者に 統
一

した ．大 部分の 精油 は プ ラ ナ ロ ム

（株）製の もの を用 い た．そ の 他 の 数種類精油及び 13種

の単品香料 に つ い て は （株 ）資生堂提供 の 香 りを用 い た．

精汕 と して は，オ レ ン ジ ・
ス イ

ー
ト，ア ニ ス ，バ ニ ラ

な どの 代表的 な もの をは じめ，オ レ ガ ノ ，ア ン ゼ リ カ

な ど，一
般的に は あ まり使わ れ な い もの を含め ，精油

と して 精製不 ロ∫能な香 りは単品香料か ら バ ナ ナ 様の イ

ソ ア ミ ル ア セ テ
ートT パ イ ナ ッ プ ル 様の ア リ ル カ プ ロ

エ
ー

トな ど幅広 い 範囲 の 香 りを用 い た．

3．1．2．香り濃度

　香 りは 濃度に よ っ て 印象が 異なる こ とが 明らか に な

っ て お り．特に濃度が強い 香 りで はそ の 香りの 印象よ

りも香 りの 濃度に よ っ て 過剰に嗅神経を刺激 し て しま

う影響が強 い こ とを考慮 し，調香 師
’ i

によ っ て 「香 り

の 特徴が は っ きり と感 じ ら れ．且 つ 主観的な香 り強度

が同程度 で あ る 」と い っ た 基準で ア ル コ ール に よ る 濃

度調整 を行 っ た．香 りの 種類及 び ア ル コ ール 中の 濃度

を Tablel．に示す．

3 ．1．3 ，香り刺激の 提示方法

　刺激 の 提 示方法 と して は
”
に お い 瓶法

”
を用 い ，被験

者 の 鼻下約 lcm に提示 した．茶褐色遮光性の ス ク リ ュ

ー管（20ml）に 2cm 四方に カ ッ トした 脱脂綿を入 れ ．ア

ル コ ール で 濃度調整を行 っ た香 り刺激 1με を しみ込 ま

せ た．さ らに ア ル コ
ー

ル を揮発 させ る た め に 30分間放

置した もの を香 り刺激と した．嗅覚疲労を考慮し，香

り刺激は実験 1で は 7種類〜 11種類 を 1群 と して 計 11

群 に，実験 2で は 10種類 ずつ 計 12群 に 分 け た ，各群 に

はオ レ ン ジ ・ス イ
ー

トとグ レープ フ ル
ー

ツ な どあらか

じめ 明らか に 印象が類似す る と f想され る香 りや，ラ

ベ ン ダー ・
ス トエ カ ス とラ ベ ン ダー ・

ス
ーパ ーな ど科

名が同
一

の もの は重複 しな い よう考慮 した．また，齋

藤（2005）を参考に そ れ ぞ れ の 香 り間 に は 鼻の リ フ レ ッ

シ ュ の た め コ
ー

ヒ
ー

豆 の 香 りを中和刺激 と して 用 い た．

2群以 上 の 実験を続け て行う場合は 各群 の 間 に 最低 30

分以 ヒの 休憩 を設け，一
定 の 嗅感覚を保 て る よ うに 配

慮し た．実験 は 複数 目 に またが っ て 行 われた．

3，1，4，色刺激

　色刺激 に は 日本色彩研究所株式会社製「PCCS 基本

掛図」を用 い ． トー ン 名お よび ト
ー

ン の 説明 な どの 文

字情 報 は 隠 した状態 で 提 示 し た （Fig．1）．12色相で 構

成 さ れ た 色 相 環 の 11 ト
ー

ン （vivid ：v．　 bright：b，

deep：dp，　light：lt　soft ：sf，　dull：d，　dark：dk．　pate；p，

ltght　grayish』tg，　 grayish ：g，　 dark 　grayish ：dkg）お よ

び無 彩 色 ス ケ
ー

ル （W ，Gy7．5，　 Gy，5．5．　 Gy．3．5，　 Bk を

用 い た，色刺激は 台紙（74．5cm 　X 　55Cm，マ ン セ ル 値 ：

55YR 　92／0．9）に．有彩色は 単色 〔2．2cm × 2，5cm ）を ト

ー ン ごとに 色相環状 に 配置 し．無彩色は 単色 （3Jcm　X

2．5cm）を縦に配置 した，

3．1．5．色刺激の提示方法

　刺激 は 正面 に 目線 の 高 さ，距離 90cm，高 さ60crn で

提示 した．実験状況 の イ メージを Fig．2 に示す．

Table ．1 香 り名 とその i農度（ア ル コ ール 中 ）

アカマ ツ
・ヨ ーP ツパ Clors〕

アジ ヨ ワン 〔11 ）

アトフ ス シ ダ
ー

｛10嚇

ア
＝ス ｛3、〕　　　　　　　 シ ナモン

・
カ ッシ ァ ：

t 、1

アルベ ン シ ス ミ ン ト （3S）　　 シ ナ モ ン ・樹皮 U 旧

アンゼ リカ・シード ｛05N ）　 ジ ヤ スミン Ab5 〔IS）

イヌラ 〔1、）　　　　　　　　 ジ ュニ パ
ー・

葉 枝　〔脇 〕

イラン イラン （1h ）　　　　　 ジ Lzvt
−・モ ン タナ 〔5N 》

ウィ ン ターグリーン f3励 　　 ジ ン ジ t − （孰）

エ ノミ U   〕　　　　　　　 スタ
ー

アニス U 知

オ レ ガ ノ 〔1Y ）　 　 　 　 　 ス パ イ ク ナ
ー

ド U 一

オ レ ン ジ・スイート （10s ）　 セ
ー

ジ 〔IM ）

オレ ン ジ・ビター（10S ）　　 ゼラニウム ・ージプト C3N）

ガモミ
ー

ル
・
ロ
ー

マン 〔IS）　 セ R リ （IX＞

hユプテ （5S）　　　　　　 タイ厶 ・マ ス トキナ （3S ）

カラミン ト （3k）　　　 　　 タイム ・サツ レオイデλ （3局

キ ャ ラウ ニ イ （5」
’
1　　　　 タイム

・ゲラ ニオ
ー

ル 〔3嚇

クエ ラ ［IV 　 　　 　　 　　タイム ・’Jt ロ　 ル （3、 ｝

クラリセ
ー

ジ （1  ）　　 　　　 タイム
・
ツヤノ

ー
ル 　〔3S）

グレ
ーカ ル

ー
ツ （燗 　 タ仏

・
テモ
ー

ル ［IM）

ク ロ ーブ 〔IN ］　 　 　 　　 タナ セ タ厶 口 S）

コ リア ン ダ
ー

（3S）　　 　　　 タラゴ ン （IX）

サ イプレス （10鳩　　　　　 ティ
ー

トゥリ
ー｛5S）

サン ダル ウッド tsN）　　　 デ イ ル 〔3M）

シ ダーCIO、 ｝　　　　 　　　 トゥ ル
ーバ ル サ ム 〔Te、）　　 マジ ョラム 〔IS ）　 　　　　　 ロ

ー
ズ ウッk’（5℃
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Fig，1 ト
ーン刺激
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Fig．2 実験状況

3．2，印象評価方法

　印象評価方法 として は，7段階評定に よる Semantic

Dfferential　Method （SD 法）を用 い た．形容詞対は三

浦 ・齋藤 （2006），大 山（2001）の 先行研究 を参考に選 出

した 15形容詞対を用 い た （明る い 一暗 い ，鋭 い 一鈍 い ，

軽 い 一重 い ，あ たたか い 一つ め た い ，甘 い 一甘 くない ，

美 しい 一汚 い ，安定 した 一不安定な．単純な一複雑 な，

男性的な一女性的な，や わ らか い 一か た い ，澄 ん だ 一濁

っ た，派手な一地味な，淡 白な一濃厚な，平凡 な一個性

的な，好 きな・嫌い な）．

3．3．手続き

3．3．1．実験環境

　実験 は早稲 田大学所沢 キ ャ ン パ ス 100号館内の 525

実験室 （幅 ：690cm，奥行 ；590cm，高 さ ：300cm，照

明 ：D65光源 ）お よ び 520実験室（幅 ：390cm，奥行 ：

940cm，高 さ ： 300cm ，光源 ：一般蛍光灯）にて 行っ た，

い ずれ も直射日光が 当た らな い ようにする など，照 明

光源以外 の 光 は 統制 した．また，被験者か ら発する香

り等を統制する為，香水や整 髪料 などは控 えて もらう

ように事前に教示を行 っ た．

3，3．2．実験 1の手続き

　香 り刺激は カ ウ ン ターバ ラ ン ス を考慮 し，グル
ープ

の 順序及びグ ル
ープ内の 香 りの 順序を被験者ごと に ラ

ン ダム に提示 した．香 り名の ラ ベ ル は付けず，無記名

で 行 っ た．被験者は香 りを嗅 い で SD 法に よ る 印象評

定を行 っ た．香 りの 提示時間 は被験者の 任意と し た．

それ ぞ れ の 香りの 間に は 30秒間以上 の 休 憩を設 け．中

和刺激で あ る コ ーヒーの香 りを提示 し た．香 りの グ ル

ー
プ間に は 30分程度の 休憩を設け，複数日に また が っ

て 実験を実施 した．実験 は 18歳 〜45歳 まで の 男女 延

べ 220人 の被験者に対し て行 っ た．

3，3，3．実験2の手続き

　香 り刺激はカ ウ ン ターバ ラ ン ス を考慮 し，グル ープ
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Fig．3 クラ ス ター分析結果 ：デ ン ドロ グラム

　　 　　 　 （○ は トーン を示す ）

の 順序及 び グ ル
ープ内の 香 りの 順序を被験者ごとに ラ

ン ダ ム に提示 した．香 り名の ラベ ル は付 けず，無記名

で 行 っ た ．被験者は香 りを嗅 ぎなが らトーンー覧表を

眺め，そ の 香 りに対す る調和色 ・不調和色につ い てそ
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若田ほか　PCOS ト
ー

ンを用いた色と香 りにおける調和関係の検討
．一．．一一．一

れそれ ト
ー

ン を 1つ ず つ 選択 した．香 りの 提示 時間は

被験者の 任意と した ，香 り ご と に 休憩を設け，嗅覚の

リフ レ ッ シ ュ として コ
ー

ヒ
ー

豆 の 香 りを提示 した．香

りの グル ー
プ間には 30分程度 の 休憩 を設け，複数 目に

また が っ て実験を実施 した．全て の 香 りに対する調和

色，不調和色 の 選択が終了 した後に 実験 1 と 同様の SD

法を用い て トーン 及び無彩色 ス ケ ール の 印象評定 を行

っ た．実験は，18名 の 大学生に対 して 行 っ た．

4．結果

4 ．1．ク ラ ス ター分析結果

　色お よび香 りの 印象に よ る分類 を行 うた め実験 1，

実験 2の 結果を統合 し，香 りと色 の 印象評価 の SD 法

評定値に 対 しそれぞれ の 刺 激 ご とに平均値を算出した

も の を独 立 変数 と し て ward 法，平 方ユ
ー

ク リ ッ ド距

離 を用 い た ク ラ ス ター分析 を行 っ た．そ の 結果 Fig．3

の よ うな デ ン ドロ グ ラ ム が 得 られ，距 離 3に よ る 7 ク

ラ ス タ
ーを採用 した．clusterl は，ペ ッ パ

ー
，オ レ ガ ノ，

フ ェ ン ネル，デ ィ ル ，タ イム な どの ス パ イ ス ，ハ
ーブ

の 香 りが 中心 とな り，色彩 は light　grayishト
ーン に よ

っ て 構 成 さ れ た．cluster2 は ウ ィ ン タ
ー

グ リ
ー

ン ，カ

ラ ミ ン ト，ア ル ベ ン シ ス ミ ン ト．ロ ーズ マ リ
ー

な ど，

ミ ン ト系 の す っ と し た 印象 の 香 りが 中 心 とな り，色彩

は無彩 色 によ っ て構成され た．cluster3 は バ ニ ラ，バ

ニ リ ン， ト ゥ ルーバ ル サ ム ，ベ ン ゾ イ ン など．バ ニ ラ

系 の 香 りが 中心 と な り，色彩 は 含 ま れ な か っ た．

cluster4 は ラ ベ ン ダー，ゼ ラ ニ ウ ム ，ロ
ーズ，ジ ャ ス

ミ ン などの フ ロ
ー

ラ ル 系 の 花 の 香 りや サ ン ダ ル ウ ッ ド．

シ ナ モ ン な ど エ キ ゾ チ ッ ク な印象 の 香 り と，色彩は

soft，　 deep トーン に よ っ て 構 成 され た，　 cluster5 は ア

ニ ス ，ア ジ ョ ワ ン．ク エ ラ，バ レ リア ン，などの 日本

人 にあ ま りな じみ の ない 香 りが中心 と な っ た．　
一
部 に

ジ ン ジ ャ
ー，セ ロ リ，バ ジル な ど ］1”m で ハ

ーブ や 香辛

料 として用 い られ る香 りも見 られるが料理 の 中に含ま

れ て接触する機会が 多 く，単休で の 接触回数は低 い も

の と 考えられ る．色彩 は dull，　 dark，　 grayish，　 dark

grayish ト
ー

ン の 中間色，暗清色 に よっ て 構 成 された．

cluster6に は香 りは含 まれ ず lightトーン お よ び paleト

ー
ン の 明清色系の 色彩 の み で 構成 さ れ た．cluster7 は

ラ イム ，ユ ズ，レ モ ン，グ レ
ー

プ フ ル
ー

ツ ，オ レ ン ジ
・

ス イ
ートな ど の 柑橘系 の 香 り を 中 心 に，色彩 は vivid ，

brightトーン の高彩度色 に よ っ て 構成 された．

4 ，2 ，クラスターこ との印象

　 各ク ラ ス ター
の 印象傾向を まとめ る ため，ク ラ ス タ

ー
を構成 する刺激 の SD法評定値につ い て ク ラ ス ター

ご とに 平均 値を求 め た イメ
ージ プ ロ フ ィ

ー
ル を作成 し

た （Fig，4），

　 ク ラ ス ターご との 印象の 特徴と して は，cluster3 は

「巨い 」，「濃厚」，「鈍 い 」が 全 ク ラ ス ター
の 中で 最も高

い 値を 示 した．また，「や わ ら か い 」，「女性的 な」と い

っ た印象が顕著 に 見られ た ．cluster7 は 「明 る い 」．「澄

ん だ 」．「軽 い 」，「美 し い 」，「好 きな」とい っ た 項 H が

著 しく高 い 値 を示 した．こ の 2つ の ク ラ ス ターは 得点

の 高い 項 目が多くみ られ t 明確な印象が あ る こ と が 示

された．cluster2 は「つ め た い ⊥ 「鋭 い ⊥ 「凵
’
くな い 」

の 項目とい っ た傾向が見 られ， こ れ らの 項 日は全ク ラ

ス ター
の 中で 最 も高い 値で あ っ た，ctUSter5 は「甘 くな

い 」．「複雑な」，「濁 っ た 」，「重 い ⊥ 「醜 い 」，「派 r一な」．

「嫌い な」とい っ た印象が見 られ， こ れ らの 項 目は 全 ク
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ラ ス ター
の 中 で 最 も高 い 値 を示 した．ctuster6 は 「明

る い 」，「や わ らか い 」，「淡白な」，「澄 ん だ」，「軽い 」．「美

しい 」，「女性的な」，「好 きな」とい っ た 印象が 顕著に

見 られ，こ れ らの 項 目は全 ク ラ ス ター
の 中で 最 も高 い

値 を示 した．clusterl とcluster4 は 類似 し た 印象 の 傾

向が 見 ら れ ，「鋭 い 一鈍 い ⊥ 「単純な
一複雑な⊥ 「澄

ん だ
一
濁 っ た⊥ 「平 凡な

一
個性 的 な」．「軽 い 一重 い 」

な どの 項日 で は ほ ぼ 同 じ値を 示 し た．また，全 て の 項

目が原点付近にプ ロ ッ トされ，本研 究 で 用 い た形容詞

の 中か ら は特徴の あ る 傾向は 見 られ なか っ た．

4 ．3．香 Dの分類に対す る調和色 ，不調和色選択結果

　ク ラ ス ターご とに香 りに対する 調和色 不調和色 の

選択度数を集計 し，構成す る 香 りの 数 で 除 し た もの を

ク ラ ス ターに対する 色の 選択率 と した．調和色，不調

和色 ご と に グ ラ フ を作成 した（Fig．5−10）．

　clusterl に 対 して 調和色 と し て 最 も選択率が 高か っ

た の は，brightトー
ン （14％）とsoft ト

ー
ン （14％） で あ

り，次い で lightトー
ン （12％），　 pale トー ン （10％）とな

っ た．不調和 色は，dark　grayish ト
ー

ン （19％）が 最も

高 く，次 い で pale トーン （18％），　 vivid トー
ン （17％）と

な っ た．pale トー
ン は調和色 と して も ヒ位 に 選ば れ て

い る点が特徴 的な点 で あ る．ミ ン トや ロ ーズマ リー
な

どの 香 りが 中心 と な っ た cluster2 に対して 調和色 と し

て 最も選択率が高か っ たの は brightトー ン （15％ ）で あ

っ た．次 い で lightトー
ン （14％ ），　 soft トー

ン （ll％），

dullトーン （11％）と な っ た．中彩 度色 が 選択 され る 傾

向が 見 ら れ た，不調和色 は dark　grayish ト
ー

ン （23％），

pale ト
ー

ン （15％），　 vivid トー ン （ll％）が ヒ位に選著尺さ

れた．調和色 で は 中彩度色に 傾向が 見 られ た 一
方で ，

不調和色で は高彩度色 と低彩度色が選択 され る 傾 向が

見 られた．バ ニ ラ，ベ ン ゾ イ ン な ど の バ ニ ラ系 の 香 り

が 中心 となっ た cluster3 に対して 調和色 と して ヒ位 に

選択 され た の は pale ト
ー

ン （22％），1ightトー
ン （20％），

brightトー
ン （17％）と明清色系の 色 が選択 され る傾向

が 見ら れ，低彩度色 か ら順に 並 ん だ．不 調和色 に つ い

て は vivid トー
ン （22％ ），　 dark　grayish トー

ン （20％）．

無彩色 （17％）が上位 に 選択 された．花の 香 りや シ ナ モ

ン な ど の香 り が 中心 と な っ た clusetr4 で は，調和色 と

して lightトー
ン （19％），　 brightトーン （16％），　 pale ト

ーン（16％ ）と明清色が E位に選択 され た．cluster3 に

お い て も上位 3 つ が明清色 で あ り低彩度色か ら順 に 並

ん だの に 対し，中彩度で ある lightトーン が最 も選択率

が高 く，それぞれ の 色 の 選択率 も近 い 値で あ っ た ．不

調 和色 に つ い て は dark　grayish トーン （28％），　 vivid ト

ー
ン （18％），grayish ト

ー
ン （H ％ ）とな り，　 cluster2 ，3

と同様に 高彩度 低彩度色 に傾向が 見ら れ た．ア ジ ョ

ワ ン ，バ レ リ ア ン な ど の 日本人 に あま り馴染み がな く

嫌われ る 傾向に あ る香 りが 1［r心 とな っ た clusetr5 で は，

調和 色 と し て dullトー
ン （16％），　 dark ト

ー
ン（13％），

soft トーン （11％），　 light　grayish トー
ン （ll％ ）と 主 に 中

間色 が E位に選択 され る 傾向が見 られ た．不調和色 に

つ い て は pale ト
ー

ン （29 ％ ），　 vivid トー ン （21 ％），

bright ト
ー

ン （12％ ）と明清色 原 色 が 選 択 さ れ る 傾 向

が見 られた．柑橘系の香 りが 中心 となっ た cluster7 に

対 して 調和色 と して 最 も選択 率が高か っ た の は bright

ト
ー

ン （30％），lightトーン （25％）．　 vivid ト
ー

ン （20％）

と 明清色 原色が選択 され る傾向が見られた．不調和

色 と して は．dark　grayish ト
ー ン （34％）．　 grayish ト

ー

ン （13％），無彩色（13％ ）と，低彩 度色お よ び 無彩色 が

選択 され る 傾 向が 見 られ た，cluster6 に つ い て は light

トー
ン と pale ト

ー
ン の 色刺激 の み で 構成 さ れ た 為，調

和色，不調利色 はな い ．

　 同
一

の ク ラ ス ターに 分類 された香 りと ト
ー

ン の 調和，

不 調和 関係 に つ い て は．cluster2 と無 彩 色 cluster4

とsoft トーン，　 deep ト
ー

ン に お い て は こ れ らの 色が調

和色 と し て ヒ位 に 選択 さ れ る こ と は なか っ た が ，

clustcr5 と dul1トー
ン dark ト

ー
ン，　 cluster7 とvivid
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若田 ほか　PGGS ト
ー

ン を用いた色 と香 りにお ける調和 関係の検 討
一

Fig，6 −a （clustre2 にお け る調和色平均選択度率）

　

Fig．6−b （cluster2 に お け る不調和色平均選択度率）
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トーン，brightトーン にお い て は 調和色と して 上 位に

選択される傾向が見られた．

に お い て も高い 選択率が み られ な か っ た こ とか ら離れ

た位置にプ ロ ッ トされた と考えられ る，

4，4，コ レス ポン デン ス分析

　香 りに 対する調和色 に着目 し．ク ラ ス ター内 の香 り

と調和色 との 対応 関係 を調 べ るため，各クラ ス ターを

構成す る香 りに対する調和色 の 選択 度数を用 い て コ レ

ス ポ ン デ ン ス 分析を行 っ た．そ の 結果，Fig．11の よ う

なプ ロ ッ トが得 ら れ た，cluster7 とvivid ，　 brightトー

ン は近い 位置に布置 した，こ れ ら 2 つ の トーン は い ず

れ もク ラ ス ター分析にお い て cluster7 に含 まれ て い た．

また，cluster5で は dark，　 dull，　 grayishトー ン が近 い

位置 に布置 した、こ れ らも同様に ク ラ ス ター分析に お

い て 同一の トー ン に 分類 され た．paleトー ン は

cluster3 ，
　 cluster4 が近 くに布置 した．　 paleトーン は ク

ラ ス ター分析 に お い て lightトー
ン と共 に独立 した ク

ラ ス タ ーを構成 して い た が，調和色の 傾 向 とし て，

cluster3 で は最 も選択率が高 く，cluster4 にお い て も2

番 目に選択 され て い る，clusterl とlight　grayishトー

ン，deep トー ン，　 soft トー ン が 近 くに布 置 さ れ た．

clusterl に お い て は 特定 の トーン に 集中 し て 選択 さ れ

る とい っ た傾向は み られず，最 も選択され たの は soft

ト
ー

ン であ っ た，同
一

の ク ラ ス ターに も分類 され て い

る light　grayishト
ー

ン の 選択 率は上位で は なか っ た ．

　dark　grayish トーン，無彩色は い ずれ の ク ラ ス タ
ー

CiUSter7　　 ▲ vMd

　 x

　 　 　 　 △ brtsht

L5

！　　 無影色
　 　 　 ◆

derk　srevish
　 　 ■

　 　 　 　 　 05

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 × clustefi

Oli8」t

　 　 　 　 　 　 Wter2 　　　　 　 　erk

・ ・ s 議竃裟：緊 ・・5

　 dvster4　X 　　　　elUSterl
　 　 　 　 　 a5

　　閃 b
艮

　 d 凵Ster3

4 ．5．因子分析結果

　色 と香 りに共通 した印象軸を得 るため実験 1，実験 2

の結果を統合 し，香 りと色の 印象評価の SD 法評定値

に 対す る 最尤法，プ ロ マ ッ ク ス 回転に よ る因子分析 を

行 っ た （「平凡な一個性的な」は共通性が低い ため除外

した）．そ の 結果，3因子 が 抽出さ れ た．各因子 を構成

する形容詞対か ら，先行研 究 （三浦 ら：2008）を参考に，

第 1因 子 をCLEAR ．第 2因 子 をMILD ，第 3因子 を

FEMININE 因子と命名 した （Table2，3）．　 CLEAR 因

子は「安定した」，「平凡な」，「好きな」，「美 しい 」，「澄

んだ」な どの 印象で構成 され る こ とか ら，Osgoodの 3

因子や 大 山（2001）の 研 究で 見 られる Evaluation因子 の

要素 も含まれて い る と考え られ る．香 りを評価する際

の軸 として，快 ・不快 の 軸 は中心 となる軸で あ る とい

わ れ て い る こ と か ら も（Berglund　B，　Berglund　U，

Engen ：1973），香 りと色彩の 間に共通する軸の
一つ で

あ る と 考 え られ る，MILD 因子 に つ い て は 三 浦 ら

（2008）と類 似 し て お り，樋 口 ・庄司 ・畑 山 （2002）に お

い て も，「やわ らか さ」の 軸が 見られ て い る こ とか ら，

香りを評価する軸の
一

つ で あ る と考え ら れ る．

4，6．因子得点プロ ッ ト

　印象次元上 で の 色彩 と香 りの 関係 を整理 するため，

第一
因子 で あ る CLEAR お よ び第 2因子 で あ る MILD

をそれぞれ軸 とし，刺激 ご とに因子得点 の 平均を求め

Tabte．2 因子負荷量行列
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Fig，11 コ レス ポン デン ス分析プ囗 ッ ト

CLEAR 　 M 皿 D 　 FEMIMI ）IE

安定 した
一

不 安定な ．733 ．072 一．102
平 凡 な 一個性 的な ．716 ．084 一．406
単純な 一複雑 な ．694 一．113 一．015
好 きな一嫌 い な ，6ア1 ，249 ．140
美 しい

一
汚 い 、580 ．097 ．347

澄 んだ 一
濁っ た ．573 一，323 ．297

諺 白左 一　 　 な ．508 一444 一，Oア9
や わ ら か い

一
か た い ．049 ，712 ．090

あた たか い
一つ めた い ．OO4 ，697 ．035

鋭い 一鈍 い 一．035 一．6フ1 ．534
甘い 一甘 く於 い ．090 ．627 ．352

派手 な 一地 味な
一．366 ，023 ，960

明 るい
一

暗 い ．225 ．024 、573
的 な

一
女 　 的 な

一．090 一．393 一．521

Table．3 因子間相関行列
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た もの を 2次元 平面上 に プ ロ ッ トした（Fig．12）．そ の

結果，CLEAR 軸に つ い て は 正 の 方向に柑橘系の 香 り

な どで 構成される cluster7 が高い 値 をと り，負の 方向

に は嫌 い な香 りが 多 い cluster5 が 高 い 値 を と っ た．

MILD 軸に つ い て は，バ ニ ラ系の 香 りな どで構成され

る cluster3 が正 の方向に高 い 値を と っ た，ミ ン トなど

の 香 りが 中心 とな っ た cluster5 は CLEAR 軸に お い て

は原点付近 に散布 したが，MILD 軸 にお い て は負 の 値

を示 し た．また t 無彩色に つ い て は こ れ らの 香 りと同

一
の ク ラ ス タ

ー
とされたが，CLEAR 軸 の 正 の 方 向，

MILD 軸の 負の 方向に 高い 値 を取 り香 りの 印象との 差

異が 見られた．light，　 pale ト
ー

ン の 色 の み で 構成 され

た cluster6 は，両 因子ともに正 の 方向に高い 値 を示し

た，それぞれ の ト
ーン ご との 印象につ い て 着目する と，

CLEAR 軸上 で 先述 した light，　 pale ト
ー

ン に加 えて

bright，　 vivid トーン な どの 明清色 原色 は正 の 方向に

高 い 値 を と っ た，負 の 方 向 に は，dark　grayish，

grayish，　 dark トーン な ど の 暗清色系の 色 が プ ロ ッ ト

され た．

5 ．考察

　 クラ ス タ ー
分析にお い て香 りの 分類傾 向と して は

cluster3 の バ ニ ラ 系の 香 り，　 cluster7 の 柑橘系 の 香 り
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Fig．12 平均因子得点プロ ッ ト（CLEAR × MILD）

などは 日常生活で も用 い られ る
一

般的 なイ メ
ー

ジに沿

っ た分類 が見られ た．一方で．clusterl に は ハ
ーブ や

ス パ イ ス の 香 りが集 まり，cluster2 に は ミ ン ト系の 香

り，ラ ベ ン ダーや ロ ーズマ リーなど
一

部の 花 の 香 りが

集まり，cluster4 には フ ロ
ー

ラ ル系の花の香 りとシ ナ

モ ン ，バ ナナな どエ キ ゾ チ ッ ク系の 香 りな どが集まる

など，従来の ア ロ マ テ ラ ピーに お ける分類な どとは異

なる結果 もみ られた．こ の 様 な分類が得 られた要 因 と

して は ，特に前者の香 りは 日常的 に馴染み が あ り，個

別 の 香 り名まではわか らな くて も
“
柑橘系

”
の 香り，

“
バ

ニ ラ系の香 り
”
の よ うな段階まで は特定可能で あっ た

可能性 が考え ら れ る．ラ ベ ル 効果 を 避け る た め，香 り

刺激には香 り名は添付 して い なか っ たが，レ モ ン バ ー

ム の香 りを嗅い だ際に は
“
レモ ン バ ーム で ある

”
と特定

はで きなくて も
“
レ モ ン の よ うな香 り

”
．
“
柑橘 の よ う

な香 り
”
とい っ た程度の特定は可能 で あ っ た と考え ら

れ る．

　分類 さ れ た香 りの 特徴 的な点 として cluster2 に は カ

ラ ミ ン ト，ア ル ベ ン シ ス ミ ン トなどの ミ ン ト系の 香 り

が分類 されたが， ミ ン トの 香 りと して
一

般的 に馴染 み

の あ る ペ パ ーミ ン トは柑橘系の香 りと共 に cluster7 に

分類され て い る．ペ パ ーミ ン トは 比較的わ か りや すい

香 りで あ る と考え られ るが，ミ ン ト系の 香 りが多く含

まれる cluster2 で はな く柑橘系 と共 に cluster7 に分類

された要因の一つ と して，食品や芳香剤などで ペ パ ー

ミ ン トも柑橘 も頻繁に使わ れ る香 りで あ る とい うこ と

が考え られる．香 りの 単純接触効 果が ある とい う報告

も見 られる（庄司
・
田口

・寺島：2005，庄司 ・
田 口 ・寺島

：2006）こ とか ら，日常的 に 馴 染み の ある香 りで あ る こ

とや，香 りとの接触頻度か ら「香 りの親和性」が 関係 し

て い る 可能性 が 考え ら れ る，

　馴染 み の ある香 りに関す る研 究に つ い て は，日本と

ド イ ツ で それ ぞれ の 国に馴染み の ある香 りに つ い て ，

文 化や経験 に よ る 差 異 を 比 較 し た 報告が 見 ら れ る （綾

部 ・Schicker・Laska・Hudson・Distel・小 早 川
・斉

藤 ：1997）．日本に馴染み の ある香 りと ドイ ッ に馴染み

の ある香 りをそれぞれ の 国の 被験者に 嗅が せ ，香 りの

名称，熟達 度 など 5項 目の 質問を行 っ た．それぞれ 自

国に馴染み の ある香 りを他国の香 りよ りも正 しく名称

を答え られ，「知 っ て い る」と評価 された，こ の 結果は，

馴染み の あ る香 りとそ うで ない 香 りとで は命名や特定

に 違 い が 見 ら れ る とい う結果 を示 して お り，本研究 に

おける結果 もこ の傾向を支持する もの で あっ た．

　香 りの ラベ ル 効果は顕著で あ り，杉 山 ・綾部 ・菊池

［＝ ＝＝＝ ：＝一 ］11 ［一 ：＝＝コ
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（2000 ）で は，中身が 見えな い 干 しブ ドウ の 香 りに 対 し

て，一
方は「汗 の しみ た シ ャ ツ の に お い 」，もう

一
方は

「干 しぶ ど う」と ラ ベ ル を 付 け て 提示す る と，両者 に は

違 い が見 られ た と い う報告が され て い る．本研究 にお

い て は，被験者が 白ら
t−一の よ うな香 り

tt
とラベ ル付を

す る こ と で ，な じみ の あ る わ か りや す い 香りに は 顕著

な傾向が見 られた可能性が 考え ら れ る．

　 また，レ モ ン や ペ パ ーミ ン トは，特定 の 色相 と調和

しや す い 傾向が あ る こ と は 先行研究か ら も示 され て お

り．レモ ン と黄色 ペ パ ー
ミ ン トと緑 な どの 関係が 挙

げ ら れ る （Demattd　e 匸 al．：2006）．一
方で 本研 究 に お け

る ト
ー

ン と香 りの 関係 を見 る と，調和色 に つ い て は，

レモ ン とlighて トーン （39％）が最 も調和す るとされ，ペ

パ ーミ ン ト も同様 に lightトー ン （28％）が 最も調和する

と示 された．cluster7 の レ モ ン 以外の 柑橘系に つ い て

も，lightトーン は ヒ位に 選ばれやす い 傾 向が見 られ た

（Table．4）．先行研究 に お け る香りと特定の 色相 との 関

係は，商品 の パ ッ ケ
ー

ジな どの 影響 か ら得 られ た 記憶

の 連合が形成 され て い る と考え ら れえ る が．本研 究 の

トーン に お い て は 全 く異な る 色相が顕著 に 選択 さ れ て

い た レ モ ン とペ パ
ー

ミ ン トで も類似 した 選択傾向が見

られ て い る，こ の 要因 と して ，こ れ らの 香 りが 同
一

の

ク ラ ス ター内の 香 りで あ る こ とか ら，印 象が 類似 す る

香 りは トーン の 選択傾向 も類似す る こ とが 示唆され た．

Tabde．4 香 りに対 す る トーン選 択率 〔上 位 3 位）

ペ パ ー　 レモ ン 　グレープ オ レ ン ジ
　　 　　　　　　　　　　　　 　　ライム 　　ユ ズ
ミ ン ト 　 皮 フル

ー
ツ ス ィ

ー
ト

忙　28％　　比　39％　　b　39％　　b　44％　　比　28％　　b　39％
b　22％　　v　33％　　忙　39％　　比　28％　　b　22％　　陀　33％

一

　 ク ラ ス ター
分析の特長と して同

一
ク ラ ス ター

に 分類

された香 りに つ い て は印象が 類似す る 傾 向がある．柑

橘系の 香 りで 構成 された cluster7 や バ ニ ラ系の 香 りで

構成 された cluster3 は イ メ ージ し や す い が ，　 cluster5

に分類され た香 りは，ハ
ー

ブ や ス パ イ ス な ど様 々 な香

りが混在 して お り， レ モ ン や ペ パ ーミ ン トの よ う に香

り名 の 連 想 は さ れ な い が ，「濁 っ た 」，「汚 い 」，「嫌 い 」

などの ネガ テ ィ ブ な印象が共通 する点が見 られた．特

に cluster7 と vivid ，　 brightトー
ン 及 び c］uster5 と dull，

dark，　 grayish トーン は ク ラ ス ター分析に お い て 同
一

の ク ラ ス ターを構成 し，コ レ ス ポ ン デ ン ス 分析 で も近

い 位置に プ ロ ッ トされ て い る．さらに，因子得点プ ロ

ッ ト に お い て も近 い 位置 に プ ロ ッ ト され て い る．

cluster3 と pale トー
ン も同 じ ク ラ ス タ

ー
で は な い が，

コ レ ス ポ ン デ ン ス 分析 ，因子得点 プ ロ ッ トで は 共 に 近

い 位置に プ ロ ッ トさ れ て い る こ とか ら、印象が 類似す

る と い う こ とが調和関係 を構築す る要素の
一

つ で ある

こ とが示唆 され た．こ の 点は齋藤 （2005）で 得 られた傾

向を再確認す る結果 とな っ た．加 えて，cluster ユ，2，4

に お い て は 前者の よ うな傾向が は っ きり と見 い だ せ な

か っ た点 に つ い て ，香 りの 印象 に 特徴が少 な い 点 が 考

え られ る．因子得点プ ロ ッ トか ら も印象が 原点付近に

プ ロ ッ トさ れ た ク ラ ス ターで は 同
一

の ク ラ ス ターを構

成する色彩 と香 りが調和関係 にお い て も上位 に 選択 さ

れ る とい う傾向は見ら れ なか っ た こ と か ら，印象が共

通す る 色彩 と香 りの 中で も，印象が ある程度強い もの

に つ い て は調和する とい う傾向が示された．こ の 点に

つ い て は本研 究 で 用 い た形容詞対 が 15組 で あ っ た 為，

clusterl ，2，4の香 りの 特長を提 えや す い 川語 を加 えて，

よ り詳細 な検討を行う必 要があ る．

　 ク ラ ス タ
ーご との トーン の分類 と印象に つ い て 詳し

く見 て み る と，cluster1 に light　grayishトー ン ，　 clus −

ter2に無彩色 cluster4 にsoft，　 deepトー
ン，　 cluster5

に dulL　dark ，　 grayish ，　 dark　grayish ト
ー ン ．　 clus −

ter7に vivid ，　 brightトー
ン がそれぞれ香 りと共 に分類

さ れ た． こ こ で 共 通 点 と し て あ げ ら れ る の は，

clUSter5 に は低明度寄 りの 中間色及 び暗清色で の まと

ま りが 見 られ，cluster7 で は 高彩度色に よる まとま り

が見ら れ た点であ っ た．こ の cluster5 ，7の 2つ の ク ラ

ス ターは 分類 された呑 りに 対す る 調和 色，不調和色 の

傾 向 に お い て も特徴が 見 ら れ ，cluster5 に つ い て は

dulL　 dark ト
ー

ン が，　 cluster7 に つ い て は bright．

vivid 卜
一

ン が 上位 に 選 択 さ れ て い る，こ れ ら の 傾 向

に つ い て は，印象軸 ヒで考え る こ とが で きる．第
一

因

子 で あ る CLEAR 因子 の 正 負 の 方向 で 顕著な値を示 し

た ク ラ ス ターに こ れ らの 傾向が 当 て はま る．CLEAR

因子が正 の方向に 高い 値 をと る cluster7 で は香 りと同

一
の ク ラ ス ターに含 まれ る bright，　 vivid トー ン が 上位

に選 択 され て お り．同様に 負 の 方向に高 い 値を とる

cluSter5 で も香 りと同
一

の ク ラ ス タ
ー

に 含 まれ る dull，

dark トー
ン が 上 位 に 選択 され て い る．また，不 調 和色

に着 目す る と，cluster5 に は高彩 度色 や 明清色 が 不調

利 で あ り，cluster7 に は 暗清色や無彩色が不 調和 で あ

っ た．特に cluster5 に つ い て は cluster7 で 調和色 と し

て 上位に 選択 され る色が不調 和 として 選択され る傾向

が nsされた．三 浦 ・齋藤 （2007）に お い て も，本研 究 の

CLEAR 軸に類似 した 軸 ヒで， ト
ー

ン に よ る特徴 が 見

ら れ て い る．こ の こ とか ら，CLEAR 軸は 色彩 と香 り
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若田ほか ：PCCS ト
＝

ンを用いた色と香りにおける調和関係の検討
一

．一 一 一 一 一 一一

］

の 調和関係 を示す上 で 重要 な軸の
一つ で あ る と考え ら

れる．

　色の選択傾向に つ い て は．調和 色 に 比 べ て 不調和色

の 方が全体 の 香 りを通 して特定の トーン に偏る傾 向が

見 ら れ た．特に，dark　grayish ト
ー

ン，無彩色につ い

て は，調和色 と して 選択 され る こ とは ほ と ん どな く，

不調和色 と し て は cluster5 を除 く全て の ク ラ ス ターで

上位とな っ た．こ の 点 につ い て は，従来の 色 彩嗜好 に

関す る研 究か ら も嫌悪色 は嗜好色 に 比 べ て 顕 著な 傾 向

が 示 さ れ る こ と が 明 ら か に な っ て お り（齋 藤，

Lai；1992），ネガテ ィ ブな要素 の ほ うが偏 っ た 選択が 示

され る 傾向が本研究 の 不調和色に つ い て もみ られ た と

考え ら れ る．ま た，vivid ト
ー

ン も調和色 として 選択

さ れ て い る cluster7 以外で 顕著に不調和色 として選択

された．vivid ト
ー ン に はあ ま りネ ガ テ ィ ブ な印象は

見 られ な い が ．不調和色と し て 選択 された要因 と して

は高彩度色で あ る こ とが挙げ られ る，多 くの 香 りの イ

メ ージは色 に比 べ て明確な イ メージを持ち に くく，あ

い まい な イ メージ として 捉え る 傾向が あ る ため，原色

で 高彩 度な vivid ト
ーン は不調和色 として選択 され た

の で は な い か と考
．
え られ る．

　PCCS に お い て トー ン は要 とも呼べ る概念で あ り，

明度と彩度を統合 した 属性は 非常に 有用性 の ある もの

で ある と い える，明度 はマ ン セ ル シ ス テ ム の 明度 と同

様 の 値 を採 用 し て い る が，彩度 は 独 自の もの を設定 し

直し て い る．マ ン セ ル シ ス テ ム に おける彩 度 に は 上 限

が な く色相 ご と に 最 大値 が異な る の に 対 し，PCCS で

は 心理学的 な実験 を重ねて詳細に検討 され て お り，感

覚 的 に等歩度を保 っ て い る と い う特徴が あ る （細 野

：1970）．彩 度 は 明度，色相 に 比 べ 単独の 軸 として 捉 え

る こ とが難 し く，あ る 程度の 專門的 な知識が必要 で あ

る．明度と彩度 を複合 した トーン を用 い る こ と の メ リ

ッ トは 1 色を 2次元平面上 で 表すこ とが で きるだけ で

な く，明確に分離 しがた い 明度 と彩度を同時に提示す

る こ とで よ り「イ メ
ージ」と し て 捉 えや す い 点に あ る．

嗅覚は他 の 感覚 と比 べ て ，表現する 語彙が極端に少な

い た め ，香 りや匂 い を文章化 しよ う と す る と，「明 る

い 香 り ： 視覚」．「甘 い 香 り ：味覚」な どの よ うな他感

覚 の 表現 を用 い る か，「
〜

の よ うな香 り」，「〜み た い

な香 り」の よ うに類似 し た別 の 香 りを 比 喩 的 に 用 い る

こ と に な る ．以 上 の 点か ら，香 りの イ メ
ージ を伝達す

る ノ ン バ ーバ ル な コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン ツ ール の

一つ と

して 色彩 を 用 い る こ とが で きる の で は ない か と考え ら

れ る．特に ト
ー

ン は こ れ まで の 研究か らも印象や イメ

一ジとい っ た面 で 捉 えやす こ とが 示さ れ て い る ため．

今 後詳細 に香 りと トーン の 関係性 に つ い て 検討 を 行 っ

て い くこ とで ，調和 や 不調和 とい っ た関係 だけ に 留 ま

らない 幅広い 応用が期待され る．

6 ．結論

　色 と香 りに共通する印象軸 として因子分析の 結果 か

らCLEARr　 MILD ，　 FEMININE の 3因 f一が 示 さ れ た．

こ の 中 で も特 に CLEAR 軸は，香 りで 主要 な軸 とされ

て い る快，不快の 要素な どを含む こ と か ら色 と香 りに

共通す る重要な軸で ある こ とが示唆 され た ．

　色 （ト
ー

ン ）お よ び香 りを統合し たデ
ー

タ に 対 し，印

象の 類似傾 向か ら分類する ため クラ ス ター分析を行っ

た結果，7 つ の ク ラ ス ターが 得 ら れ た．柑橘 の 香 りや

バ ニ ラ の 香 りなど，香 りを嗅 い だ際に具体的な香 り名

が イ メ
ー

ジで きる香 りや cluster5 に 分類 された ような

嫌 わ れ る傾向の あ る 香 りにお い て 印象に特徴が み られ

た ．こ れ らの 要因 と し て は香 りに 対す る馴染み や印象

の わ か りや す さが影響 して い る こ とが 示唆 され た ．

　調和色 不調和 色 の 傾 向 をま と め る とCLEAR 軸上

に お い て 正 の 方 向の 香 り（cluster7 ：柑橘 な ど）は vivid

ト
ー

ン，brightトーン な どが調和 し．負の方向の 香 り

（cluster6 ： バ レ リ ア ン な ど）は dullトー
ン，　 dark トー

ン が 調和す る傾向が見 られ た．こ れ らの 香 りと色 は 同

一
の ク ラ ス ターに 分 類 さ れ て い る こ と か ら，齋藤

（2005）と 同様に 印象の 類似 が調和 に 関係する こ とが示

唆 され た．不 調和色に 関 して は vivid ト
ーン ，　 dark

grayish ト
ー ン，無彩色 な ど特 定の ト

ー
ン に 偏 る傾 向

が 見 ら れ た．こ の こ とか ら，ト
ー

ン にお ける印象が重

要で ある こ とが示唆 され た．

　今後 は 用 い る 形容詞対 の 再検討などを踏まえて，本

研 究 で は特徴が 見られ なか っ た香 りの 印象を捉えられ

る よ うに考慮す る必要 が あ る．また，色 と香 りに共通

す る
．
t な 軸 と し て は CLEAR 因

．f一が得 られ，調和 色は

そ の 軸 上 で 正 の 方向 の 印 象があ る香 りに は 明清色が調

和 し，負の 方向 の 印象が あ る 香 りに は 中間色，暗清色

が調和する 傾向がみ られ た．

　 より精度の 高い 結果を得る為に，MILD 軸 の安定を図

り，さ ら な る 軸 の 探索 を行う こ とで，色 と香りの 調和，

不調和傾向に つ い て よ り詳細に検討する こ とを 目指す．

’1　謝辞 ： 香 り刺激の 濃度調整を して下 さっ た （株）資

生 堂の 庄司 健 氏，田 口 澄恵氏 の 両氏 に こ こ で 感謝 の

意を表 します．
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